
35 障害当事者のニーズを起点とした支援機器開発に関する人材育成の取組み 
                

 研究所障害工学研究部  東 祐二・中山 剛・吉田雄一・小野栄一  

自立支援局 白浜 一・三好 尉史・石渡 博幸・飯島 節 
 

【はじめに】障害者の生活に有効な支援機器が開発されるには、現場のニーズに基づいたアイ

デアを活かす専門家の連携が必要である。我々は、2014年度から支援機器開発のための人材育

成プログラムの研究として、医療・福祉系、デザイン系、工学系などの学生からなるチームを

編成し、障害当事者のニーズを起点とした機器開発に取組んできた。本取組みは、学生が、現

場のニーズに触れ、課題を整理し解決策を検討しそれを試作機の形にし、成果を公表し意見交

換を行う流れである。当初は 4校で開始し 2016年度は 11 校が参加するに至り、3年間で 34 機

器を創出した。（図 1・2、表 1）ここでは、本取組みの有用性を明らかにする目的で、2017年 3

月に実施した成果発表フォーラムにおけるパネリストのコメント分析を行ったので報告する。 

【対象】対象は成果発表フォーラムで得られた各パネリストのコメントとした。パネリストの

属性は、①医療福祉系 5 名（理学療法士 2 名・作業療法士 3 名）②工学系 1 名③デザイン系 1

名④障害当事者、メーカー1名⑤2016年度後期日程に参加した学生 40 名であった。 

【方法】予め設定された論点に基づいたディスカッション（半構造化ミーティング）を 95分間

実施し、論点は、①これからの支援機器開発のありかたについて②プロジェクトに参加した学

生の評価③人材育成ツールとしての本フォーラムのあり方や今後の展望とした。分析は、議事

録を基に各パネリストから寄せられたコメントについて、要点を抜粋し、単位化、統合化、図

解化、文章化の KJ法の手法を応用して行った。 

【結果及び考察】①これからの支援機器開発に必要なことに関するコメントは 20件であり、「一

般に普及するよう取組み方法を標準化する」が最も多く 4 件（20%）今後の発展への期待が示唆

された。（図 3）②プロジェクトに参加した学生の評価は、67件であり、「満足感が得られた」

11件（16%）、「チーム内役割の自覚」16件（24%）、「多職種連携の意義」14件（21%）、「ニーズ

を学ぶ意義」7 件（10%）、「元来の専門性の自覚」6 件（9%）であった。（図４）これをみると、

本取組みはニーズや障害を他職種連携で学ぶことを通じて、元来の専門性やチーム内での役割

を自覚していく場であることが窺える。③人材育成ツールとしての本フォーラムのあり方や今

後の展望に関するコメントは 23 件であり、「アクティブラーニング」4件（18%）、「チーム連携

と協調性」4件（18%）、「ニーズを学ぶ場」3件（13%）、「自己認識・専門性の自覚」2件（9%）

で全体の 58%を占めており、学生の評価と一致する点が多い。また、教育者の学び 2 件（9%）

にもなったとのコメントもあり、専門教育者にとっても有用な場であることが窺えた。（図 5） 

【まとめ】①プロジェクトに参加した学生の評価は満足感に関する肯定的コメントが大半であ

った。②学生が障害やニーズを学ぶことの意義を実感するなかで、本来の専門的役割やチーム

内での役割に気づくことを促す本取組の有用性が示唆された。③これらのことから、本取組は

専門性が向上する初期過程である在学中から相互連携の重要性を学ぶ有用なツールであること

が示唆された。 



 

   
図１．ニーズ＆アイデアフォーラムの流れと進め方   図 2.2016 年度後期のアイデア作品例 

 

 

表１．学生により製作された作品名（N＝34） 

               

図３．これからの支援機器開発に必要なこと（N=20） 

 

    

   

図４．プロロジェクトに参加した学生の評価（N=67）   図 5. 今回の人材育成について（N=23） 


